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新
年
の
ご
挨
拶

新
年
の
ご
挨
拶

香
川
県
商
工
会
連
合
会

篠
原  

公
七

会
長

全
国
商
工
会
連
合
会

森
　  

義
久

会
長

年
頭
に
あ
た
っ
て

　
謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　
平
素
は
、
商
工
会
並
び
に
県
連
の
事
業

運
営
に
対
し
て
、
特
段
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
の
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
ご
尽

力
と
、
商
工
会
活
動
へ
の
積
極
的
な
ご
参

画
が
、
地
域
活
力
を
支
え
る
礎
と
な
っ
て

い
る
こ
と
を
、
改
め
て
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　
さ
て
、
令
和
七
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

雇
用
や
所
得
環
境
の
改
善
な
ど
が
緩
や
か

な
景
気
回
復
を
支
え
て
い
る
一
方
で
、
地

域
経
済
の
中
核
を
担
う
中
小
企
業
・
小
規

模
事
業
者
は
、
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少

に
よ
る
地
域
経
済
の
縮
小
が
進
む
中
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
原
材
料
価
格
の
上
昇
、
深
刻

な
人
手
不
足
と
い
っ
た
複
合
的
な
課
題
に

加
え
て
、
昨
年
十
月
に
は
県
内
最
低
賃
金

が
千
三
十
六
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
人
件

費
の
増
加
が
経
営
を
一
層
圧
迫
し
て
き
て

お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
高
市
首
相
は
、
所
信

表
明
演
説
に
お
い
て
、「
経
済
あ
っ
て
の

財
政
」
の
考
え
方
を
基
本
に
、「
強
い
経
済
」

を
構
築
す
る
た
め
、「
責
任
あ
る
積
極
財

政
」
の
考
え
方
の
下
、
戦
略
的
に
財
政
出

動
を
行
う
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
今
後
の

景
気
回
復
に
大
い
に
期
待
を
寄
せ
る
と
こ

ろ
で
す
。

　
商
工
会
に
お
き
ま
し
て
も
、
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
の
経
営
力
の
向
上
に
向
け

て
、
国
や
県
の
認
定
を
受
け
た
「
経
営
発

達
支
援
計
画
」
や
「
事
業
継
続
力
強
化
支

援
計
画
」
に
基
づ
き
、
事
業
計
画
等
の
策

定
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
国
や
県
の
支

援
施
策
を
最
大
限
に
活
用
し
て
、
事
業
者

に
一
層
寄
り
添
っ
た
支
援
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
す
。

　
ま
た
、
県
連
に
お
き
ま
し
て
も
、
中
小

企
業
・
小
規
模
事
業
者
が
抱
え
る
経
営
課

題
に
対
し
て
、
専
門
家
を
直
接
事
業
者
へ

派
遣
し
て
、
そ
の
課
題
の
解
決
に
向
け
て

支
援
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
令
和
六
年
度
か
ら
高
松
空
港

二
階
「
さ
ぬ
き
銘
品
店
」
内
に
販
売
ブ
ー

ス
を
設
け
て
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

者
の
販
路
開
拓
を
支
援
し
て
お
り
ま
す

が
、
令
和
八
年
に
は
、
こ
の
高
松
空
港
で

の
取
り
組
み
を
踏
ま
え
て
、
新
た
に
東
京

都
庁
等
で
の
物
産
展
を
開
催
し
て
、
中
小

企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
皆
様
の
商
品
を

日
本
の
経
済
の
中
心
地
で
あ
り
、
購
買
力

の
高
い
層
が
集
ま
る
東
京
と
い
う
大
市
場

で
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
い
た
し
ま
す
の
で
、

多
く
の
事
業
者
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
商
工
会
は
、
地
域
の
中
で
最
も
身
近
な

総
合
経
済
団
体
と
し
て
、
ま
た
、
地
域
の

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
に
対
す
る
支

援
機
関
と
し
て
、
本
年
も
事
業
者
の
持
続

的
発
展
と
地
域
経
済
の
活
性
化
に
尽
力
し

て
ま
い
る
所
存
で
す
の
で
、
今
後
と
も
商

工
会
並
び
に
県
連
に
対
し
て
、
格
別
の
ご

支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
会
員
の
皆
様
に
と
っ
て
、
今

年
一
年
が
実
り
多
き
年
と
な
り
ま
す
こ
と

を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
に
あ
た
っ
て

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
令
和
八
年
の
新
春
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
台
風
や
豪
雨
に
よ
る
自
然
災

害
、
食
料
品
を
中
心
と
し
た
物
価
高
、
米

国
に
よ
る
関
税
措
置
、
大
阪
・
関
西
万
博

の
開
催
、
我
が
国
史
上
初
と
な
る
女
性
総

理
大
臣
の
誕
生
な
ど
、
社
会
経
済
情
勢
が

大
き
く
揺
れ
動
く
一
年
で
し
た
。

　
国
内
景
気
は
、
大
企
業
を
中
心
に
緩
や

か
な
回
復
基
調
が
見
ら
れ
た
一
方
で
、
中

小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
に
目
を
向
け
ま

す
と
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
原
材
料
価
格
の
高

騰
、
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
、
人
材
確
保

の
困
難
な
ど
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
経
営

環
境
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
生

産
性
向
上
、事
業
承
継
、販
路
開
拓
、防
災
・

減
災
対
策
、
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
対
応
な
ど
、

多
岐
に
わ
た
る
課
題
が
存
在
し
て
い
ま

す
。

　
こ
う
し
た
中
、
昨
年
十
一
月
に
開
催
し

た
「
第
六
十
五
回
商
工
会
全
国
大
会
」
で

は
、
全
国
か
ら
約
三
千
名
の
商
工
会
関
係

者
の
皆
様
に
ご
参
集
い
た
だ
き
、「
中
小

企
業
・
小
規
模
事
業
者
向
け
支
援
施
策
の

大
幅
拡
充
」「
地
方
創
生
実
現
に
向
け
た

支
援
施
策
の
実
施
」「
最
低
賃
金
の
引
き

上
げ
等
に
伴
う
社
会
保
険
料
等
の
負
担
軽

減
」
な
ど
を
満
場
一
致
で
決
議
い
た
し
ま

し
た
。

　
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
が
直
面
す

る
重
要
課
題
の
解
決
に
向
け
、
こ
れ
ら
の

決
議
項
目
を
実
現
し
、
目
ま
ぐ
る
し
い
時

代
の
変
化
に
的
確
に
応
え
る
き
め
細
や
か

な
支
援
を
、
今
後
も
全
力
で
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
我
が
国
経
済
は
い
ま
、
本
格
的
な
成
長

型
経
済
へ
の
転
換
期
に
あ
り
ま
す
。
日
本

経
済
の
中
核
を
担
う
中
小
企
業
・
小
規
模

事
業
者
に
は
、
持
続
的
発
展
に
向
け
た
新

た
な
挑
戦
へ
踏
み
出
す
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
地
域
に
根
差
し
た

支
援
機
関
で
あ
る
商
工
会
に
対
す
る
期
待

も
益
々
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
商
工
会
の
座
標
軸
は
、
い
つ
の
時
代
も

変
わ
る
こ
と
な
く
「
会
員
」
と
「
地
域
」

に
あ
り
ま
す
。
ど
れ
ほ
ど
社
会
が
変
化
し

よ
う
と
も
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

の
伴
走
支
援
に
徹
す
る
と
と
も
に
、
地
域

の
発
展
を
力
強
く
支
え
る
こ
と
が
使
命
で

あ
る
こ
と
を
、
組
織
一
丸
と
な
っ
て
共
有

し
、
今
年
一
年
、
体
現
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ

う
。

　
地
域
の
声
を
確
実
に
国
へ
届
け
政
策
に

反
映
し
、
会
員
・
地
域
の
現
状
に
応
じ
た

支
援
に
つ
な
げ
る
た
め
、
関
係
機
関
と
の

連
携
を
一
層
深
め
、
意
見
具
申
や
要
望
活

動
に
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
私
自

身
も
全
国
商
工
会
連
合
会
会
長
と
し
て
の

責
務
を
果
た
す
べ
く
、
全
力
全
身
で
邁
進

す
る
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
結
び
に
、
全
国
の
商
工
会
員
の
皆
様
並

び
に
関
係
各
位
に
と
り
ま
し
て
、
本
年
が
、

駿
馬
の
ご
と
く
力
強
く
歩
み
を
進
め
る
一

年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
ご
祈
念
申

し
上
げ
、
新
春
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

令
和
八
年
　
元
旦

年
頭
に
あ
た
っ
て
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会
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浩
一

議
長

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　
香
川
県
商
工
会
連
合
会
並
び
に
各
商
工

会
の
皆
様
方
に
は
、
中
小
企
業
・
小
規
模

事
業
者
の
方
々
へ
の
支
援
を
は
じ
め
多
岐

に
わ
た
る
活
動
に
よ
り
県
経
済
の
発
展
と

地
域
活
性
化
に
貢
献
い
た
だ
い
て
お
り
、

深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
昨
年
は
企
業
生
産
活
動
や
設
備
投
資
な

ど
の
改
善
が
順
調
に
進
み
、
県
経
済
は
着

実
に
回
復
に
向
か
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

県
立
ア
リ
ー
ナ
開
館
や
瀬
戸
内
国
際
芸
術

祭
開
催
な
ど
に
よ
り
、
消
費
活
動
や
に
ぎ

わ
い
の
創
出
、
本
県
の
認
知
度
向
上
に
も

大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

　
本
年
は
こ
の
良
い
流
れ
を
更
に
力
強
い

も
の
に
し
て
県
経
済
と
県
勢
の
一
層
の
発

展
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
の
た
め
現

在
、
産
業
や
観
光
の
振
興
、
出
生
数
の
反

転
と
若
者
の
県
内
定
着
、
県
内
全
域
へ
の

賑
わ
い
の
波
及
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
備

え
た
防
災
・
減
災
な
ど
、
本
県
の
未
来
へ

の
投
資
に
必
要
な
施
策
を
盛
り
込
ん
だ
令

和
八
年
度
当
初
予
算
の
編
成
を
進
め
て
お

り
ま
す
。

　
ま
た
、
事
業
者
の
方
々
が
直
面
さ
れ
て

い
る
人
手
不
足
や
物
価
・
人
件
費
の
高
騰
、

価
格
転
嫁
、
後
継
者
不
在
な
ど
は
喫
緊
の

課
題
と
し
て
、
国
の
総
合
経
済
対
策
や
令

和
七
年
度
補
正
予
算
を
踏
ま
え
て
早
急
に

対
策
を
講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
皆
様
方
に
は
、
引
き
続
き
県
勢
発
展
に

一
層
の
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
本
年
か
ら
十
二
月
三
日
は
「
香

川
県
民
の
日
」
と
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま

し
た
。
県
民
の
皆
様
が
「
ふ
る
さ
と
香
川
」

の
魅
力
に
触
れ
、
思
い
を
深
め
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
こ
の
日
に
実
施
す
る
内
容
を

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
様
方
に
お
か

れ
て
も
、
関
連
行
事
を
開
催
い
た
だ
く
な

ど
、
香
川
で
住
み
続
け
る
方
や
頑
張
る
方

を
応
援
し
て
い
た
だ
け
ま
す
と
あ
り
が
た

く
存
じ
ま
す
。

　
本
年
が
明
る
く
希
望
に
満
ち
た
年
と
な

る
こ
と
を
祈
念
し
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様

方
の
益
々
の
ご
発
展
と
ご
健
勝
、
ご
多
幸

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
香
川
県
商
工
会
連
合
会
並
び
に
各
商
工

会
の
皆
様
方
に
は
、
県
内
の
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
の
振
興
と
発
展
、
地
域
経

済
の
活
性
化
に
多
大
な
御
尽
力
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
心
よ
り
敬
意
と

感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

　
さ
て
、
世
界
的
に
経
済
環
境
の
不
安
定

性
が
継
続
す
る
中
、
原
材
料
価
格
の
高
騰
、

人
手
不
足
、
ロ
ボ
ッ
ト
や
A
I
な
ど
の
急

速
に
進
化
す
る
技
術
革
新
へ
の
対
応
、
厳

し
い
資
金
繰
り
や
価
格
転
嫁
の
難
し
さ
な

ど
、
依
然
と
し
て
中
小
企
業
・
小
規
模
事

業
者
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
応
す
る
た
め
、

県
で
は
、
資
金
繰
り
や
雇
用
維
持
な
ど
を

支
援
す
る
様
々
な
施
策
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
が
、

こ
れ
ら
を
活
用
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
化
や
脱

炭
素
化
、
販
路
拡
大
、
海
外
展
開
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
需
要
へ
の
対
応
、
事
業
承
継
の

加
速
化
、
適
切
な
価
格
転
嫁
な
ど
の
課
題

に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
は
、
日
頃
か
ら

伴
走
型
支
援
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
・

事
業
者
の
強
み
を
熟
知
し
て
お
ら
れ
る
皆

様
方
の
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

　
県
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
地
域
を

支
え
、
地
域
の
未
来
を
切
り
拓
く
原
動
力

で
あ
る
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
に
寄

り
添
う
皆
様
の
活
動
を
全
力
で
支
援
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
後
と

も
、
お
互
い
の
協
力
・
連
携
の
下
、
事
業

者
等
の
最
も
身
近
な
地
域
総
合
経
済
団
体

と
し
て
、
一
層
の
御
尽
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
香
川
県
商
工
会
連
合
会
並
び

に
各
商
工
会
の
今
後
ま
す
ま
す
の
御
発
展

と
、
皆
様
方
の
御
健
勝
、
御
多
幸
を
心
か

ら
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
年
頭
の
御
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

3 1 月号情報誌MADO

令
和
八
年
新
年
の
御
挨
拶

令
和
八
年
新
年
の
御
挨
拶

新
し
い
年
を
迎
え
て

新
し
い
年
を
迎
え
て
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第
六
十
五
回
商
工
会
全
国
大
会
が
十
一
月
二
十
日
、
東
京

N
H
K
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。
大
会
に
は
全
国
の
商
工
会

長
な
ど
約
二
千
八
百
名
が
集
結
し
、
本
県
か
ら
は
三
十
七
名

が
参
加
し
た
。

　

森
全
国
連
会
長
は
挨
拶
の
中
で
、
「
現
在
の
経
済
情
勢
は
、

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
に
と
っ
て
依
然
と
し
て
厳
し
い

環
境
に
あ
る
。
物
価
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
等
の
高
騰
に
加
え
、

深
刻
な
人
手
不
足
、
最
低
賃
金
の
継
続
的
な
引
き
上
げ
に
伴

う
負
担
増
が
、
特
に
価
格
転
嫁
が
困
難
な
小
規
模
事
業
者
の

経
営
を
圧
迫
し
て
い
る
。

　

高
市
総
理
大
臣
は
所
信
表
明
演
説
で
「
不
安
を
希
望
に
変

え
、
強
い
経
済
を
作
り
日
本
列
島
を
強
く
豊
か
に
す
る
。
地

方
と
暮
ら
し
を
守
る
」
と
い
う
方
向
性
を
示
し
た
。
既
に
日

本
成
長
戦
略
会
議
を
立
ち
上
げ
、
設
備
投
資
減
税
や
複
数
年

度
型
の
予
算
措
置
な
ど
、
実
行
力
の
あ
る
政
策
展
開
を
示
し

て
い
る
こ
と
に
対
し
、
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

　

商
工
会
は
単
な
る
相
談
窓
口
で
は
な
く
、
事
業
者
を
成
長

へ
と
導
く
伴
走
支
援
の
中
核
機
関
で
あ
る
。
本
大
会
を
契
機

に
商
工
会
の
結
束
力
を
更
に
高
め
る
こ
と
で
、
商
工
会
が
日

本
を
動
か
す
推
進
力
と
な
る
こ
と
を
確
信
し
て
い
る
。
全
国

連
も
、
現
場
の
声
を
政
策
に
的
確
に
反
映
す
べ
く
全
力
で
取

り
組
ん
で
い
く
。
引
き
続
き
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
」
と

述
べ
た
。

　

ま
た
、
高
市
早

苗
内
閣
総
理
大
臣

は
「
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
の

皆
様
は
、
今
、
最

低
賃
金
の
引
上
げ
、

物
価
高
、
人
手
不

足
、
米
国
の
関
税

措
置
な
ど
、
厳

し
い
経
営
状
況

に
お
か
れ
て
い

る
こ
と
と
承
知

し
て
い
る
。
高

市
内
閣
と
し
て
、

今
の
暮
ら
し
や

未
来
へ
の
不
安

を
希
望
に
変
え

て
い
く
た
め
に
、

ま
ず
は
今
の
国

民
の
皆
様
の
暮
ら
し
を
守
る
、
物
価
高
対
策
を
早
急
に
講
じ

る
と
と
も
に
、
日
本
経
済
の
強
さ
を
取
り
戻
す
た
め
の
経
済

政
策
を
作
り
上
げ
て
い
く
。

　

第
一
に
生
活
の
安
全
保
障
・
物
価
高
へ
の
対
応
、
第
二
に

危
機
管
理
投
資
・
成
長
投
資
に
よ
る
強
い
経
済
の
実
現
、
第

三
に
防
衛
力
と
外
交
力
の
強
化
を
柱
と
し
た
総
合
経
済
対
策

の
策
定
を
進
め
、
近
く
閣
議
決
定
を
予
定
し
て
い
る
。

　

政
府
と
し
て
は
、
地
域
を
支
え
る
中
小
企
業
・
小
規
模
事

業
者
の
皆
様
と
共
に
、
我
が
国
の
未
来
を
切
り
拓
く
た
め
の

政
策
を
一
つ
一
つ
果
断
に
か
つ
丁
寧
に
実
行
を
し
て
い
く
が
、

こ
の
政
策
の
効
果
を
全
国
津
々
浦
々
ま
で
、
地
域
の
隅
々
ま

で
行
き
渡
ら
せ
る
た
め
に
は
、
地
域
に
密
着
し
て
活
躍
し
て

い
る
商
工
会
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
。
今
後
と
も
力
添
え

を
お
願
い
し
た
い
」
と
述
べ
ら
れ
た
。

　

こ
の
外
、
赤
沢
亮
正
経
済
産
業
大
臣
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー

ジ
や
、
小
林
鷹
之
自
由
民
主
党
政
調
会
長
、
藤
田
文
武
日
本

維
新
の
会
共
同
代
表
、
野
田
佳
彦
立
憲
民
主
党
代
表
、
玉
木

雄
一
郎
国
民
民
主
党
代
表
、
斉
藤
鉄
夫
公
明
党
代
表
等
か
ら

祝
辞
が
あ
っ
た
。

　

大
会
で
は
、
意
見
表
明
・
大
会
決
議
が
行
わ
れ
、
次
の
六

つ
の
項
目
に
つ
い
て
満
場
の
賛
同
を
得
て
採
択
さ
れ
た
。

　

香
川
県
商
工
会
連
合
会
（
会
長
・
篠
原
公

七
）
は
、
令
和
7
年
11
月
20
日
開
催
の
商
工

会
全
国
大
会
へ
の
参
加
に
合
わ
せ
、
商
工
会

長
ら
21
名
に
よ
る
八
丈
島
へ
の
1
泊
2
日
の

視
察
研
修
を
実
施
し
た
。

　

八
丈
島
は
、
去
る
10
月
、
台
風
22
号
・
23

号
の
襲
来
に
よ
り
、
記
録
的
な
大
雨
と
猛
烈

な
風
に
見
舞
わ
れ
た
。
こ
の
災
害
で
、
建
物

屋
根
や
外
壁
の
損
壊
、
倒
木
に
よ
る
道
路
の

閉
鎖
、
土
砂
災
害
が
発
生
す
る
な
ど
、
島
内

は
甚
大
な
被
害
を
受
け
て
い
る
。

　

こ
の
甚
大
な
被
災
状
況
を
鑑
み
、
同
連
合

会
は
、
八
丈
島
の
復
興
支
援
の
一
助
と
す
る

た
め
、
県
内
商
工
会
に
募
っ
て
災
害
見
舞
金

を
贈
呈
し
た
。

　

視
察
研
修
初
日
の
11
月
18
日
、
同
連
合
会

を
代
表
し
て
、
運
営
企
画
委
員
会
の
石
丸
委

員
長
（
連
合
会
監
事
・
高
松
市
中
央
商
工
会

長
）
、
佐
野
副
委
員
長
（
連
合
会
監
事
・
ま

ん
の
う
町
商
工
会
長
）
、
お
よ
び
森
岡
専
務

理
事
ら
が
八
丈
町
商
工
会
を
訪
問
。
石
丸
委

員
長
よ
り
、
八
丈
町
商
工
会
の
間
仁
田
会
長

へ
災
害
見
舞
金
を
手
渡
し
た
。

八
丈
町
商
工
会
に

　
　
災
害
見
舞
金
を
贈
呈

香
川
県
商
工
会
連
合
会

【
大
会
決
議
項
目
】

▽
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
向
け
支
援
施
策
の
大
幅
拡
充

▽
地
方
創
生
実
現
に
向
け
た
支
援
施
策
の
実
施

▽
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
等
に
伴
う
社
会
保
険
料
等
の
負
担
軽
減

▽
災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
と
リ
ス
ク
管
理
の
強
化

▽
小
規
模
事
業
者
の
活
動
を
後
押
し
す
る
税
制
・
金
融
制
度
の
整
備

▽
小
規
模
事
業
者
を
支
え
る
商
工
会
の
機
能
・
組
織
力
向
上

●
役
員
功
労
者

　

土
庄
町　
　
　
　

理
事　

高
尾　

昌
人

　

土
庄
町　
　
　
　

理
事　

合
田　

雄
彦

　

土
庄
町　
　
　
　

理
事　

濵
野　

良
一

　

土
庄
町　
　
　
　

理
事　

木
村　

仁

　

土
庄
町　
　
　
　

理
事　

平
野　

淳
一

　

三
木
町　
　
　
　

理
事　

平
井　

雅
敏

　

ま
ん
の
う
町　
　

理
事　

長
谷
川
公
一

　

ま
ん
の
う
町　
　

理
事　

藤
田　

秀
樹

　

ま
ん
の
う
町　
　

理
事　

東
條　

仁

　

ま
ん
の
う
町　
　

監
事　

加
見　

孝
幸

　

琴
平
町　
　
　
　

理
事　

山
下　

康
二

　

琴
平
町　
　
　
　

理
事　

吉
田　

親
司

　

琴
平
町　
　
　
　

理
事　

川
上　

正
城

　

琴
平
町　
　
　
　

理
事　

竹
内　

眞
理

　

三
豊
市　
　
　
　

理
事　

藤
田　

一
仁

　

三
豊
市　
　
　
　

理
事　

村
上　

賢
一

●
常
勤
役
職
員

　

三
木
町　
　
　
　

経
営
指
導
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
村　

公
一

　

三
木
町　
　
　
　

経
営
支
援
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
澤　

千
紘

　

直
島
町　
　
　
　

経
営
支
援
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

美
穂

●
全
国
商
工
会
連
合
会
会
長
表
彰

（
青
年
部
功
労
者
）

　

宇
多
津　

副
部
長
（
県
青
連
理
事
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
邉　

大
樹

（
女
性
部
功
労
者
）

　

直
島
町　

部
長
（
県
女
性
連
理
事
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
光
久
美
子

　

直
島
町　
　
　
　
　
　

会
員
増
強
運
動

　

綾
川
町　
　
　

そ
の
他
優
良
事
業
部
門

【
全
国
商
工
会
連
合
会
長
表
彰
】

【
青
年
部
・
女
性
部
部
門
】

【
事
業
推
進
優
良
商
工
会
等
表
彰

　
　
　
　
　

（
組
織
統
一
推
進
枠
）
】

【
優
良
商
工
会
・
県
連
顕
彰
事
業
：

　
　

21
世
紀
商
工
会
グ
ラ
ン
プ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　

審
査
員
特
別
賞
】

令
和
７
年
度

「
経
営
改
善
普
及
事
業

　

に
関
す
る
功
労
者
等
の
表
彰
」

　
　
　
　

の
被
表
彰
者
候
補
一
覧

※

役
職
は
表
彰
基
準
日
現
在
の
も
の

「
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
向
け
支
援
施
策
の
大
幅
拡
充
」な
ど
を
政
府
に
要
望

「
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
向
け
支
援
施
策
の
大
幅
拡
充
」な
ど
を
政
府
に
要
望

「
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
向
け
支
援
施
策
の
大
幅
拡
充
」な
ど
を
政
府
に
要
望

第
65
回
商
工
会
全
国
大
会

第
65
回
商
工
会
全
国
大
会
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「
地
域
力
の
結
集
に
よ
る
持
続
的
な
成
長
型
経
済
の
実
現
に
向
け
た
要
望
を
決
議

《
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
活
力
強
化
香
川
県
集
会
》」

　

香
川
県
商
工
会
連
合
会
は
、
十
二
月
二

日
、
高
松
市
の
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
商
工

会
議
所
連
合
会
、
中
小
企
業
団
体
中
央

会
、
商
店
街
振
興
組
合
連
合
会
と
と
も
に

「
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
活
力
強
化

香
川
県
集
会
」
を
開
催
し
た
。
県
下
中
小

企
業
・
小
規
模
事
業
者
約
一
七
〇
名
が
集

ま
り
、
来
賓
と
し
て
、
吉
田
四
国
経
済
産

業
局
長
、
大
山
県
副
知
事
、
谷
久
県
議
会

議
長
、
木
内
日
本
商
工
会
議
所
事
業
部
長

等
が
出
席
。

　

集
会
の
中
で
、
篠
原
県
商
工
会
連
合
会

長
（
当
日
は
丹
生
副
会
長
代
読
）
は
、

「
県
内
経
済
は
、
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
の

開
催
や
県
立
ア
リ
ー
ナ
の
開
業
等
に
よ
る

観
光
需
要
の
拡
大
も
あ
り
、
緩
や
か
に
持

ち
直
し
の
動
き
は
み
ら
れ
る
も
の
の
、
一

方
で
は
、
物
価
高
や
人
件
費
の
上
昇
が
企

業
収
益
を
圧
迫
し
て
お
り
、
依
然
と
し

て
、
厳
し
い
経
営
状
況
が
続
い
て
い
る
。

さ
ら
に
は
、
人
材
不
足
、
事
業
承
継
、
Ｄ

Ｘ
、
災
害
対
策
、
脱
炭
素
化
の
推
進
な

ど
、
早
急
な
対
応
を
求
め
ら
れ
て
お
り
、

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
我
々
は
、

地
域
経
済
の
活
性
化
と
中
小
企
業
・
小
規

模
事
業
者
の
成
長
・
持
続
的
発
展
の
た

め
、
こ
こ
に
六
つ
の
項
目
に
つ
い
て
強
く

要
望
す
る
」
と
の
意
見
表
明
を
行
っ
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
物
価
・
燃
料
費
高
騰

へ
の
対
応
を
は
じ
め
、
経
営
指
導
員
の
増

員
や
交
付
金
単
価
の
引
き
上
げ
、
プ
レ
ミ

ア
ム
付
き
商
品
券
に
よ
る
需
要
喚
起
策
、

商
工
会
館
の
耐
震
化
・
建
て
替
え
支
援
な

ど
の
要
望
を
盛
り
込
ん
だ
集
会
決
議
案

が
、
満
場
の
賛
同
を
得
て
採
択
さ
れ
た
。

　

主
催
四
団
体
は
、
採
択
さ
れ
た
要
望
項

目
に
つ
い
て
、
後
日
、
関
係
機
関
に
対

し
、
要
望
活
動
を
行
っ
た
。

地
域
経
済
の
活
力
強
化
に
関
す
る
要

望人
材
確
保
・
育
成
・
定
着
に
関
す
る

要
望

事
業
承
継
支
援
施
策
の
拡
充
と
創
業

支
援
施
策
に
関
す
る
要
望

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ

ョ
ン
の
推
進
に
関
す
る
要
望

大
規
模
災
害
に
関
す
る
防
災
力
強
化

の
要
望

脱
炭
素
社
会
実
現
に
向
け
た
取
組
み

に
関
す
る
要
望

1
．

2
．

3
．

4
．

5
．

6
．

【
要
望
項
目
】

10
月
15
日
（
水
）、
第
26
回
商
工
会
女
性
部
全
国
大
会
が
サ

ン
ド
ー
ム
福
井
で
開
催
さ
れ
、
本
県
か
ら
25
名
が
参
加
し
た
。

今
大
会
は
、
全
国
か
ら
約
1
，
6
0
0
名
が
集
い
、
会
場
は
終

始
熱
気
に
包
ま
れ
た
。

　
主
張
発
表
大
会
で
は
、
婚
活
事
業
で
の
チ
ラ
シ
作
り
を
通
じ

て
、
参
加
者
の
集
客
を
促
す
取
り
組
み
つ
い
て
発
表
し
た
、
中

部
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
み
よ
し
商
工
会
女
性
部
（
愛
知
県
）
柴
田

由
紀
氏
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
。

　
そ
の
後
、
ア
パ
ホ
テ
ル
株
式
会
社
取
締
役
社
長
元
谷
芙
美

子
氏
に
よ
る
、「
私
が
社
長
で
す
。
〜
ア
パ
ホ
テ
ル
躍
進
の
秘

訣
と
経
営
哲
学
〜
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
基
調
講
演
が
行
わ
れ
た
。

講
演
の
最
後
に
は
、「
経
営
者
と
し
て
、
ま
た
、
経
営
を
支
え

る
立
場
と
し
て
共
に
頑
張
ろ
う
。」
と
参
加
者
に
熱
い
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
送
ら
れ
た
。

　
ま
た
、
大
会
前
日
と
翌
日
に
は
、
三
井
寺
、
東
尋
坊
等
視
察

研
修
を
行
い
、
県
内
女
性
部
員
間
の
親
睦
を
図
っ
た
。

11
月
26
日
（
水
）

〜
27
日
（
木
）、
第

25
回
商
工
会
青
年
部

全
国
大
会
が
ツ
ガ
ワ

未
来
館
ア
ピ
オ
（
岩

手
県
）に
て
開
催
さ
れ
、本
県
か
ら
31
名
が
参
加
し
た
。

　
主
張
発
表
大
会
で
は
、
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
の

代
表
と
し
て
、
東
か
が
わ
市
商
工
会
青
年
部
川
西
一

輝
氏
が
「
持
続
可
能
な
地
域
を
目
指
し
て
〜
小
さ
な

一
歩
を
踏
み
出
す
勇
気
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
青
年
部

員
と
し
て
の
責
任
感
と
誇
り
、
地
域
づ
く
り
へ
の
熱

い
思
い
を
力
強
く
発
表
し
た
。

　
そ
の
後
、
株
式
会
社
雨
風
太
陽
代
表
取
締
役
高

橋
博
之
氏
に
よ
る
基
調
講
演
が
行
わ
れ
、
都
市
と
地

方
の
分
断
の
解
決
を
目
的
と
し
た
活
動
を
通
じ
て
自

身
が
経
験
し
た
こ
と
や
都
市
と
地
方
の
共
生
に
向
け

た
方
策
と
実
践
の
可
能
性
に
つ
い
て
熱
く
語
ら
れ
た
。

　
大
会
2
日
目
に
は
全
国
青
年
部
長
会
議
が
あ
り
、

各
ブ
ロ
ッ
ク
の
代
表
が
青
年
部
員
に
政
策
課
題
を
共

有
し
、
今
後
の
取
り
組
み
方
針
を
報
告
し
た
。

第
25
回
商
工
会
青
年
部
全
国
大
会
（
岩
手
大
会
）

香
川
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会

全
国
大
会
（
福
井
大
会
）
に
参
加
香
川
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
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お仕事のご依頼は、
お近くのシルバー人材センターへ

（公社）高松市シルバー人材センター 

（公社）丸亀市シルバー人材センター 

（公社）坂出市シルバー人材センター 

（公社）仲善広域シルバー人材センター 

（公社）観音寺市シルバー人材センター 

（公社）さぬき市シルバー人材センター 

（公社）東かがわ市シルバー人材センター

（公社）三豊市シルバー人材センター 

（一社）小豆島町シルバー人材センター 

（一社）三木町シルバー人材センター 

（公社）宇多津町シルバー人材センター 

（公社）綾川町シルバー人材センター 

（公社）多度津町シルバー人材センター 

  土庄町シルバー人材センター 

  直島町シルバー人材センター 

詳しくはコチラ

R7.7

お仕事のご依頼はこちらまで
駐車場、マンションなど

一般事務、パソコン
入力など

建物・事務所等の
清掃など

食事の支度・掃除など

店番・チラシ配布など

短期間・短時間の仕事もお引受けします。
まずは一度お問い合わせください。

こんなときには、
シルバー

人材センターを
ご利用ください

臨時的な仕事や
短時間の仕事だから、

人手が見つからないかなぁ…

毎日ではないけど、
必要な時だけ
頼めないかしら…
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〒760-0054 高松市常磐町131瓦町 FLAG9階
TEL 087-802-6355  FAX 087-802-6357

公益財団法人 産業雇用安定センター（ジョブ産雇）香川事務所
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毎月ご加入
いただけます！！

大切な、商工会会員の皆さま、だからこそ
加入できる特別な制度です!

ご加入できる方
商工会の会員とその家族、会員の従業員とその
家族、商工会・連合会の役職員とその家族であっ
て健康な方が対象となります。
（「病気」の補償およびトータル「がん」補償・シンプル「が
ん」補償の場合、健康状態に関する告知義務があります。）
※ただし2025年11月1日時点での満年齢が満6歳以上満80歳以下
（シニア医療特約・シニアトータル「がん」プラン・シニアシンプル「が
ん」プランでは新規ご加入は満74歳以下）の方に限ります。

「家族」とは…①配偶者、父母、子　②同居かつ扶養している祖父母・
兄弟姉妹・孫　③配偶者の父母 をいいます。
※万一、商工会からの脱退や退職等により、加入者資格を喪失し
た場合には、お手数ですが、ご加入の商工会へご連絡ください
ますようお願いいたします。

あなたも家族もまるごと守る！頼れる補償の

全国商工会会員福祉共済

商工会の福祉共済

引受保険会社：東京海上日動火災保険株式会社　担当課：広域法人部法人第一課
東京都千代田区三番町6-4　TEL:03-3515-4147

取扱代理店：共済シェアドサービス株式会社
東京都千代田区有楽町１-７-１ 有楽町電気ビル北館１2F　TEL:０３-６２６８-０７７１

このチラシは福祉共済および東京海上日動火災保険（株）の団体総合生活保険（医療補償基本特約・がん補償基本特約）・総合生活保険（個人賠償責任補償）の概要についてご紹介したものです。
ご加入にあたっては、必ず「重要事項説明書」をよくお読みください。ご不明な点等がある場合には、ご加入の商工会までお問い合わせください。

2025年8月作成　 25TC-002243

福祉共済加入者・被共済者の皆様は、自動的に商工会
プラチナ倶楽部の会員になり、「ベネフィット・ステーショ
ン」（運営：ベネフィット・ワン）の優待サービスをご利用
いただけます!

さらに福利厚生も充実！

※一部の商工会においては取り扱っていない
　場合があります。お問い合わせ・資料請求はご加入の商工会まで

相談無料
西日本自動車共済に相談してみませんか？

自動車保険で
お困りはありませんか？

自動車保険で
お困りはありませんか？

新築建物のお得な火災共済のご案内新築建物のお得な火災共済のご案内（築浅割引）

火災共済では新築の住宅だけではなく、事務所・店舗・工場・倉庫等の建物すべてに築浅割引が適用になります。

60％割引築5年以上～
築10年未満 30％割引築10年以上～

築20年未満70％割引新築～
築5年未満

新築建物のお得な火災共済のご案内

ご視聴は
二次元
コードから

補償内容をわかりやすく解説した

動画もご覧ください！

けが・病気・がんに
しっかり備える

「けが」の
補 償

「病気」の
補 償

トータル
「がん」補償シンプル

「がん」補償


